
                            

        

は
じ
め
に 

朝
方
の
冷
え
込
み
は
厳
し
か
っ

た
も
の
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線

安
土
駅
に
集
合
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
２
２
名
で
す
。 

今
回
は
早
雲
ス
タ
ッ
フ
の
入
江

さ
ん
、
金
澤
さ
ん
に
準
備
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。。 

安
土
と
い
え
ば
先
ず
絢
爛
豪
華

な
天
主
閣
を
待
つ
「
安
土
城
」
を

思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
は
城
下
町
を
散
策
し

な
が
ら
安
土
城
址
を
目
指
し
ま
し

た
。
城
下
町
散
策
で
は
織
田
信
長

が
整
備
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
下
街

道
（
後
の
「
朝
鮮
人
街
道
」）
を
部

分
的
に
辿
り
ま
し
た
。
豊
富
に
湧

き
出
る
湧
水
地
を
巡
り
、
琵
琶
湖

水
運
の
港
跡
も
行
き
ま
し
た
。 

       

 

城
下
町
見
学
の
後
は
、
安
土

城
跡
を
天
主
跡
ま
で
の
班
と

「
信
長
の
館
」
見
学
の
班
に
分

か
れ
て
行
動
し
ま
し
た
。
最
後

は
安
土
駅
で
合
流
し
ハ
イ
キ
ン

グ
を
終
了
し
ま
し
た
。 

散
策
コ
ー
ス 

安
土
駅
～
安
土
城
郭
資
料
館
～

梅
の
川
～
音
堂
（
お
と
ん
ど
）
川

湧
水
～
常
浜
（
じ
ょ
う
は
ま
）
水

辺
公
園
～
北
川
湧
水
～
朝
鮮
人

街
道
の
石
碑
～
（
朝
鮮
人
街
道
を

歩
く
）
～
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
跡
～
東
家

～
新
宮
大
社
～
百
々
橋
～
安
土

城
址
入
口
（
昼
食
） 

２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
し
た
。 

① 
 

大
手
道
～
天
主
跡
～
摠
見

寺
～
安
土
駅
。 

② 

城
跡
～
「
信
長
の
館
」
～

沙
沙
貴
神
社
～
旧
伊
庭
家

住
宅
～
安
土
駅 

散
策
ガ
イ
ド 

 

安
土
城
郭
資
料
館 

内
部
ま
で
精
巧
に
復
元
し
た

２
０
分
の
１
の
安
土
城
の
模
型

な
ど
展
示
。 

 

（
写
真
）
資
料
館
内 

 

 

（
写
真
）
天
主
模
型 

 

湧
水 

音
堂
川
・
梅
の
川 

常
楽
寺
に
は
「
湧
水
地
」
が

３
ケ
所
あ
り
、
今
も
清
水
が
湧

き
出
て
い
ま
す
。信
長
の
家
臣
、

武
井
夕
庵
が
、
難
波
よ
り
珍
茶

を
求
め
、
梅
の
川
の
水
を
使
っ

て
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
信
長
が

た
い
そ
う
気
に
入
り
、
こ
の
地

で
茶
会
を
催
す
と
き
は
好
ん
で

梅
の
川
の
水
を
用
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
写
真
左
右
と
も
）
梅
の
川 
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第１６２号

歴史グループ早雲 

 

第
一
七
八
回 

歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ 

報
告 

 

信
長
の
聖
地
『
安
土
』
を
訪
ね
、 

城
址
と
城
下
町
を
探
索
す
る 

２
０
２
３
年
１
１
月
２
６
日
（
日
） 



音
堂
川
湧
水 

音
堂
川
の
湧
き
水
は
、
愛
知

川
の
伏
流
水
で
、
年
間
を
通
じ

て
殆
ん
ど
水
温
が
変
わ
ら
な
い
。

地
元
の
人
の
生
活
用
水
と
し
て 

野
菜
を
洗
っ
た
り
、
ス
イ
カ
を

冷
や
し
た
り
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
昔
な
が
ら
の
風
景
が
今
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

（
写
真
）
音
堂
川
湧
水 

木
村
城
跡
（
推
定
地
） 

代
々
、
沙
沙
貴
神
社
の
神
主

を
務
め
た
佐
々
貴
山
公
の
支
流

で
あ
る
木
村
氏
の
館
跡
。
佐
々

木
六
角
氏
の
時
代
、
常
楽
寺
港

の
管
理
な
ど
に
当
た
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

常
浜
水
辺
公
園 

常
の
浜
、常
楽
寺
港
と
も
い
う
。

室
町
時
代
（
１
５
世
紀
）
に
は
、

観
音
寺
城
の
外
港
と
と
し
て
栄
え

た
港
で
、
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
琵

琶
湖
を
周
航
す
る
蒸
気
船
寄
港
地

と
し
て
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

（
写
真
）
常
浜
水
辺
公
園 

 

（
写
真
）
北
川
湧
水 

セ
ミ
ナ
リ
オ
跡
伝
承
地 

天
正
８
年
（
１
５
８
０
年
）、

織
田
信
長
が
イ
タ
リ
ア
人
宣
教

師
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
に
新
し
い
埋

め
立
て
地
を
与
え
、
東
西
文
化

交
流
と
な
る
日
本
で
最
初
の
神

学
校
を
建
設
。天
正
１
０
年（
１

５
８
２
年
）の
本
能
寺
の
変
後
、

安
土
城
炎
上
と
共
に
焼
失
。
現

在
は
伝
承
地
が
史
跡
公
園
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

（
写
真
）
セ
ミ
ナ
リ
オ
跡
伝
承
地 

 

安
土
城
跡 

５
層
７
重
の
天
守
を
も
つ
近

世
城
郭
の
先
駆
け
と
言
わ
れ
る

安
土
城
。
天
正
７
年
（
１
５
７

９
年
）
の
築
城
か
ら
わ
ず
か
３

年
で
焼
失
し
、
幻
の
名
城
と
な

っ
た
。
石
垣
だ
け
が
面
影
を
残

す
が
、
発
掘
調
査
が
進
み
、
当

時
の
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
る
。 

 

 

（
写
真
）
城
跡
天
主
跡 

 

（
写
真
）
摠
見
寺
三
重
塔 

 

「
安
土
天
主 

信
長
の
館
」 

 

ス
ペ
イ
ン
セ
ビ
リ
ア
万
国
博

覧
会
（
平
成
４
年
）
出
展
さ
れ

た
安
土
城
天
主
の
最
上
部
５
・

６
階
部
分
の
復
元
を
、
博
覧
会

終
了
後
に
解
体
移
築
し
庇
屋
根
、

金
箔
約
１
０
万
枚
貼
り
の
外
壁
、

５
階
部
分
の
天
井
、
最
上
部
大

屋
根
を
増
設
し
展
示
し
て
い
ま

す
。 

 

残
さ
れ
た
資
料
が
少
な
く
幻

だ
っ
た
安
土
城
は
、
近
年
、
日

本
建
築
史
学
の
お
け
る
第
一
人

者
故
内
藤
昌
氏
の「
天
主
指
図
」

発
見
に
よ
り
復
元
監
修
さ
れ
、

発
掘
さ
れ
た
金
箔
瓦
と
と
も
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

沙
沙
貴
神
社 

古
代
の
豪
族「
狭
狭
城
山
君
」

と
近
江
源
氏
「
佐
々
木
氏
」
の

氏
神
と
し
て
広
く
敬
拝
さ
れ
て

い
る
神
社
。
平
安
・
鎌
倉
神
社

の
建
築
様
式
を
継
承
し
て
、
江

戸
時
代
に
再
建
さ
れ
た
大
型
木

造
建
築
８
棟
は
県
指
定
文
化
財

で
す
。
ま
た
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん

じ
ゃ
」
や
「
う
ら
し
ま
草
」
な



ど
の
珍
し
い
花
が
咲
く
「
近
江

百
華
苑
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。 

（
解
説
は
「
近
江
八
幡
観
光
物
産

協
会
」
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

か
ら
転
用
し
て
い
ま
す
。） 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｋ 

・ 

Ｍ 

ず
っ
と
以
前
、
歴
史
ハ
イ
キ

ン
グ
で
、
息
を
切
ら
し
て
石
段

を
登
り
天
守
跡
を
見
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
、
今
回
の
午
後
か

ら
の
コ
ー
ス
は
、
安
土
城
天
守

の
最
上
部
５
階
と
６
階
部
分
が

原
寸
大
に
復
元
さ
れ
て
い
る

「
信
長
の
館
」
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
さ
す
が
“
信
長
の
城
”

と
た
め
息
が
出
る
ほ
ど
の
豪
華

絢
爛
さ
・
・
内
部
の
障
壁
画
も

見
事
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

築
城
後
わ
ず
か
３
年
で
焼
失
し

た
と
い
う
こ
の
城
が
、
復
原
さ

れ
る
と
い
う
の
は
、
ど
れ
だ
け

資
料
考
察
が
な
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
よ
り
も
何
よ

り
も
、こ
れ
だ
け
立
派
な
城
を
、

焼
き
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

勿
体
な
い
、
そ
れ
ば
か
り
思
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。「
信
長
の
館
」
見

学
だ
け
で
は
時
間
が
余
り
、
沙
沙

貴
神
社
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
り
、

の
ど
か
な
田
畑
の
中
の
一
本
道
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
途
中
、
ヴ
ォ
ー

リ
ス
建
築
の
立
派
な
旧
伊
庭
住
宅

を
眺
め
、
石
仏
さ
ん
の
並
ぶ
姿
に

手
を
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
ド
ン

ド
ン
歩
き
ま
し
た
。
結
局
、
城
址

を
見
学
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
遅
い
到

着
と
な
り
、
半
数
の
方
た
ち
は
帰

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
帰
り
の
予

定
の
電
車
に
は
乗
れ
た
の
で
し
た
。

城
址
見
学
グ
ル
ー
プ
の
方
は
随
分

頑
張
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

今
日
も
色
々
と
お
世
話
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◇
◇
◇
◇ Ｍ 

・ 

Ｏ 

安
土
城
跡
を
歩
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
実
は
『
信
長
の
館
』
に

行
く
コ
ー
ス
と
ど
ち
ら
が
い
い
か

迷
っ
た
の
で
す
。
お
天
気
が
よ
か

っ
た
の
で
歩
く
コ
ー
ス
に
し
ま
し

た
。
大
手
道
の
石
段
に
は
、
所
々

に
石
仏
が
石
材
に
転
用
さ
れ
て
い

て
驚
き
ま
し
た
。
信
長
の
評
価

に
つ
い
て
は
意
見
の
わ
か
れ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、自
分
で
見
て
、

歩
い
て
気
づ
く
こ
と
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
企
画
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
、
案
内
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

◇
◇
◇
◇ 

Ｙ 

・ 

Ｍ 

Ｊ
Ｒ
安
土
に
着
い
て
す
ぐ
安

土
城
郭
資
料
館
に
入
っ
た
。
そ

こ
で
安
土
城
の
復
元
Ｃ
Ｇ
を
見

学
し
た
。
立
派
な
つ
く
り
で
驚

い
た
。
そ
の
後
安
土
城
に
登
っ

た
が
そ
れ
だ
け
で
大
変
だ
っ
た
。

そ
の
頂
上
に
巨
大
な
城
郭
が
あ

っ
た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
ど

の
よ
う
に
し
て
建
て
た
の
だ
ろ

う
か
。復
原
の
Ｃ
Ｇ
も
よ
い
が
、

建
築
途
中
の
Ｃ
Ｇ
が
見
た
い
と

思
っ
た
。 

あ
の
登
る
だ
け
で
も
大
変
な

場
所
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
あ

の
巨
大
な
城
郭
が
築
か
れ
た
の

か
？
穴
太
衆
？
の
技
術
が
し
り

た
か
っ
た
。 ◇

◇
◇
◇ 

 

Ｈ 

・ 

Ｍ 

安
土
は
我
が
彦
根
に
近
く
、

何
回
も
訪
れ
て
い
る
が
、
町
の

あ
ち
こ
ち
で
年
中
水
温
が
変
わ

ら
い
伏
流
水
の
湧
水
が
生
活
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
、
き
れ
い

に
清
掃
さ
れ
、
維
持
・
保
存
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
江
守
護

職
佐
々
木
六
角
氏
や
織
田
信
長

も
利
用
し
た
琵
琶
湖
へ
の
水
路

と
港
址
、
ま
た
、
昭
和
初
期
頃

ま
で
琵
琶
湖
を
周
遊
す
る
蒸
気

船
の
寄
港
地
と
な
っ
て
い
た
よ

う
で
、
今
回
の
安
土
城
下
町
の

探
索
で
初
め
て
知
っ
た
。 

 

午
後
か
ら
の
安
土
城
の
登
城

は
、
数
年
前
に
訪
れ
た
時
と
は

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い

し
ん
ど
く
、
疲
れ
ま
し
た
。
さ

す
が
に
、
八
十
路
を
過
ぎ
る
と 

体
に
こ
た
え
ま
す
。 

そ
れ
で
も
、
素
晴
ら
し
い
好

天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン

グ
日
和
と
な
り
、
存
分
に
楽
し

ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

  

 

（
写
真
）
朝
鮮
人
街
道
石
碑 

 

【
編
集
後
記
】 

 

Ｋ
・
Ｍ
さ
ん
の
感
想
で
「
信

長
の
館
」
へ
行
か
れ
た
グ
ル
ー

プ
の
様
子
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
の
感
想
か
ら
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
た
様
子
が
分
か
り

ま
し
た
。
良
か
っ
た
で
す
。 

 

安
土
城
の
建
設
中
の
様
子
が

知
り
た
い
と
の
こ
と
。
映
画
で 

「
火
天
の
城
」（
西
田
敏
行
主

演
）
が
あ
ま
す
。
小
説
『
火
天

の
城
』（
山
本
憲
一
）
の
映
画
化

で
す
。
参
考
ま
で
。 

皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

一
口
感
想 

 


